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指
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二
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障
害
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の
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す
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た
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指
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サ
ー
ビ
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事
業
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指
定�

（
障
害
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課
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改
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業
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壊
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四

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧�

（
都
市
計
画
課
）　
　

五

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
訂
正
（
平
成
二
十
九
年
分
）�
五

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
九
号

　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
又
は
条
例
に
定
め
る
申
告
、
申
請
、
請
求
そ
の

他
書
類
の
提
出
（
審
査
請
求
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
納
付
若
し
く
は
納
入
に
関
す
る
期
限
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
地
域
に
条
例
に
基
づ
く
課
税
地
を
有
す
る
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
も
の
で
、
そ
の
期
限
が
令
和
元

年
十
月
十
二
日
以
降
に
到
来
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
る
納
付
並
び
に
条
例
第
百
四
条
の
八
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
納
付
、
条
例
第
百
八
条
の
三
第
二
項
に
よ
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の

納
付
及
び
条
例
第
百
六
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
狩
猟
税
の
納
付
に
係
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
期
限
を
別
に

告
示
で
定
め
る
期
日
ま
で
延
長
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

角
田
市
、
伊
具
郡
丸
森
町

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関

と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

引
地
ク
リ
ニ
ッ
ク

白
石
市
鷹
巣
東
一－

五－

二
十
六

令
和
元
年
十
月
一
日

富
ケ
丘
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー

科

富
谷
市
富
ケ
丘
二－

十
一－

四
十
四

令
和
元
年
十
月
一
日

き
ず
な
薬
局　

富
ケ
丘

富
谷
市
富
ケ
丘
二－

十
一－

四
十
五

令
和
元
年
十
月
一
日

愛
の
杜
め
ぐ
み
薬
局

名
取
市
愛
の
杜
一－

二－

七

令
和
元
年
十
月
一
日

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局　

利
府
青

山
店

宮
城
郡
利
府
町
青
山
二－

一－

九

令
和
元
年
十
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

引
地
泌
尿
器
科
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

白
石
市
旭
町
四－

一－

六

令
和
元
年
九
月
三
十
日

愛
の
杜
め
ぐ
み
薬
局

名
取
市
愛
の
杜
一－

二－

七

令
和
元
年
九
月
三
十
日

守
安
医
院

大
崎
市
古
川
七
日
町
六－

十
八

令
和
元
年
八
月
一
日

有
限
会
社
佐
々
木
薬
局

大
崎
市
古
川
七
日
町
四－

十

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日

登
米
市
立
登
米
診
療
所

登
米
市
登
米
町
寺
池
桜
小
路
百
三
十
二－

一

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

変
更
年
月
日

変
更
前

柴
田
薬
局

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
下
町
二－

八－

一

令
和
元
年
七
月
一
日

変
更
後

柴
田
オ
レ
ン
ジ
薬
局

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
三
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
（
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を

含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

施
術
所
の
名
称

住
所
又
は
施
術
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

高
野　

能
成

サ
ン
サ
ン
接
骨
院

仙
台
市
若
林
区
沖
野
五－

三－

十
一

令
和
元
年
九
月

一
日

変
更
後

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二－

十
三－

十
七　

コ
ー
ポ
佐
藤
百
三
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
四
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
七
〇
〇
五
七
九

生
活
介
護
あ
す
も
ね

名
取
市
美
田
園
五
丁
目

四－

四

生
活
介
護

株
式
会
社
ウ
ェ

ル
シ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ

令
和
元
年
十
一

月
一
日

〇
四
一
〇
九
一
七
〇
八
二

就
労
支
援
事
業
所　

ゆ

い多
賀
城
市
栄
二
丁
目
六

番
十
八
号

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

特
定
非
営
利
活

動
法
人
結

令
和
元
年
十
一

月
一
日

〇
四
一
一
五
〇
〇
八
七
九

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所　

葵
～
あ
お

い大
崎
市
田
尻
沼
部
字
下

高
野
東
百
番
地
一

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

一
般
社
団
法
人

は
ぴ
か
む

令
和
元
年
十
一

月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
五
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

三
輪
田

農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農

地
整
備
事
業
）

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
六
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

北
沢
向
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
八

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

栗
原
市

鶯
沢

南
郷
北
沢
向

三
番
四
号

一
号
及
び
二
号

六
番
一
号

三
号
及
び
四
号

七
番
二
号

五
号

南
郷
南
沢

八
十
二
番
六
号

六
号

南
郷
北
沢
向

十
五
番

七
号

二
十
番
三
号

八
号
か
ら
十
一
号
ま
で

南
郷
北
沢
向

三
十
一
番
、
三
十
二
番
及
び

三
十
三
番

十
二
号
及
び
十
三
号

南
郷
南
沢

八
十
四
番

南
郷
北
沢
向

二
十
番
二
号

十
四
号
か
ら
十
六
号
ま

で

二
十
七
番
十
四
号

十
七
号
及
び
十
八
号

南
郷
北
沢
向

三
十
一
番
、
三
十
二
番
及
び

三
十
三
番

十
九
号
か
ら
二
十
一
号

ま
で

南
郷
南
沢

八
十
四
番

南
郷
舘
浦

十
番
地
先
道
路
敷

二
十
二
号

十
九
番
九
号

二
十
三
号

南
郷
南
沢

七
十
八
番

二
十
四
号

南
郷
北
沢
向

三
十
一
番
、
三
十
二
番
及
び

三
十
三
番

二
十
五
号
か
ら
二
十
八

号
ま
で

南
郷
南
沢

八
十
四
番

南
郷
南
沢

八
十
二
番
一
号

二
十
九
号
か
ら
三
十
三

号
ま
で

八
十
二
番
二
十
二
号

三
十
四
号

八
十
二
番
二
十
一
号

三
十
五
号

八
十
二
番
十
八
号

三
十
六
号

南
郷
北
沢
向

七
番
二
号

三
十
七
号

三
番
四
号

三
十
八
号

　

（
筆
界
未
定
地
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
番
を
列
挙
し
て
い
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
七
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

要
害
の
３
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
二

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

宮
城
郡

七
ヶ
浜
町

東
宮
浜

吉
子

五
十
四
番
八
号

一
号
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五
十
六
番
一
号

二
号

五
十
六
番
四
号

三
号

五
十
四
番
三
号

四
号

五
十
二
番

五
号

五
十
番
一
号

六
号

五
十
一
番
一
号

七
号
及
び
八
号

要
害

十
一
番
二
号

九
号
及
び
十
号

二
十
一
番
一
号

十
一
号
及
び
十
二
号

二
十
二
番
一
号

十
三
号
か
ら
十
五
号
ま

で

二
十
二
番
一
号
地
先
道
路
敷

十
六
号

十
六
番
十
五
号

十
七
号

十
六
番
十
号

十
八
号

十
七
番
一
号

十
九
号

十
七
番
二
号

二
十
号
及
び
二
十
一
号

吉
子

五
十
四
番
八
号

二
十
二
号

二　

浜
屋
敷
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
五

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

宮
城
郡

七
ヶ
浜
町

松
ケ
浜

浜
屋
敷

百
四
十
三
番

一
号
か
ら
三
号
ま
で

無
地
番

四
号
か
ら
十
一
号
ま
で

百
四
十
二
番
二
号

十
二
号
及
び
十
三
号

百
四
十
二
番
三
号

十
四
号
及
び
十
五
号

洞
坂

一
番

十
六
号
か
ら
二
十
五
号

ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
八
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
廃
止
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

南
沢
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

栗
原
市

鶯
沢

南
郷
南
沢

八
十
二
番
七
号

一
号
及
び
四
号

八
十
二
番
十
一
号

二
号
及
び
三
号

二　

北
沢
向
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　
�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
四

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

栗
原
市

鶯
沢

南
郷
南
沢

八
十
二
番
一
号

一
号

南
郷
北
沢
向

六
番
一
号

二
号
及
び
三
号
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七
番
二
号

四
号
及
び
五
号

南
郷
南
沢

八
十
二
番
七
号

六
号
及
び
七
号

八
十
二
番
一
号

八
号
及
び
九
号

八
十
二
番
十
三
号

十
号

南
郷
北
沢
向

二
十
番
二
号

十
一
号

二
十
七
番
十
号

十
二
号

三
十
一
番

十
三
号

三
十
二
番

十
四
号

南
郷
館
浦

十
九
番
九
号

十
五
号

南
郷
南
沢

七
十
八
番

十
六
号

八
十
四
番

十
七
号
か
ら
十
九
号
ま

で

八
十
二
番

二
十
号
、
二
十
三
号
及

び
二
十
四
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
南
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
区
域

三　

縦
覧
場
所

　

�　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
白
石
市
役
所
（
建
設
部
都
市
整
備
課
）、
角
田
市
役
所
（
産
業
建
設
部
都
市

整
備
課
）、
蔵
王
町
役
場
（
建
設
課
）、
大
河
原
町
役
場
（
地
域
整
備
課
）、
村
田
町
役
場
（
建
設
課
）、
柴
田
町
役
場

（
都
市
建
設
課
）、
川
崎
町
役
場
（
建
設
水
道
課
）、
丸
森
町
役
場
（
建
設
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日
か
ら
令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
九
号
の
一
部
を
次
の
と
お

り
改
め
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
第
一
選
挙
区
支
部
の
平
成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「団
体
分

　
　
　
　
　
　
　

1,270,000

」
を
「団

体
分

　
　
　
　
　
　
　

1,170,000　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���　
　
　
　
　
　

政
治
団
体
分　

　
　
　
　

��100,000

」

５　

寄
附
の
内
訳
中　

「日
本
柔
道
整
復
師
連
盟

　

100,000　

東
京
都
台
東
区

」
を

「［政
治
団
体
分

］

　
日
本
柔
道
整
復
師
連
盟

　

100,000　

東
京
都
台
東
区

」
に
改
め
る
。


